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Ⅰ実 験 日 的

(I)
アルミニウム･一木材合板の強さを轡曲試験並びに接着力測定に依って確めて報告したが, これ等

合板の実用上重要と思われる耐水耐熱試験を行った.一方アルミ-ウ○ムー木材合板の引張強度を測
■

定して抗張力と接着力との関係を調べた.

Ⅰ 合板の耐水,耐熱性

実 験 方 法

(1) 試験材料及び接着煉件

接着剤としてフェノール樹脂,尿素樹脂, ビニール樹脂,大豆カゼインの4種を使用して,アル

ミニウム-木材合板を作った･合板は両外板をアルミニウム,中板を木材とした 3-plyでこその材
(I)

料,接着燥件,寸法は前報と同様である.

(2)試験及び試験結果

a) 耐水試験

試験片を 150Cの水中に 24hrs.浸漬し

た場合と熱湯中に浸漬して 4hrs.煮沸した

後 4hrs.水中に改造したものとについてい

づれも湿潤状態で轡曲試験を行いその別離

状態を調べた.試験保件は前報と同様であ

ち.その試験結果を第 1表に示す.

叉この浸水に依る接着力の低下を直接弟

断力を測って調べた.試験片の大きさ及測
(I)

定方法は大体前報主同様であるが,今回は
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第 1 表

按 _着 剤

フユ ノー 〒 ビー- 豆

ル樹脂 【樹 脂 ル樹脂 カゼインノ

表面に電解 置水酸化被膜を 接 着 接着 極 着 接 着

文形成 煮沸 盲 信 1嘉 rd 剥 離

表面を苛性ソ ー ダ でエ ッチング 浸水煮沸 -一部剥蔀.剥離 接着 接 着一部剥節 約 姦悪 剥 離

未 処 理 浸水 剥 離 剥離 扱者 剥 離
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試験機に第 1図に示す様な補助台を好いて測定の正確を期した` 第2図は測衷方法の略図である.

測定した結果を第 2表に示す.

本測定に於 V,て乾 燥 状 態 で

100kg/cm2 以上, 湿 潤 状 態 で

60kg/cm2以上の接着力がある場

合には接着部が壊れる前に木部に

おいて破壊が起ったから,それ以

上の接着力は測定出来なかった.

実用の立場から云えばそれ以上の

接着力を必要としな＼ハ訳である.

以上の測定値を比較すると,最

も良好なものはフェノ ール樹 脂

で,木部の吸水に依る機械的性質

の低下を考慮に入れるならば,接

着力の低下は極めて少い.叉乾燥

状態に於いて良好な接着力を示し

た大豆カゼインは耐水試験に潜い

ては実相性に乏しく,ビ三一ル樹

脂は接着力を著しく低下するが大

豆カゼインほど顕著ではな∨､.尿

素樹脂は耐水性が最も悪､/i.いづ

れの樹脂を用V､た場合でも,アル

ミニウムの表面処理の効果はよく

認められた.

b) 耐熱試験

試験片を 220OCの塩安に lhr.

曝窟後取出し冷却したものに-jレ

て耐水試験の場合と同様に皆曲読C

験を行い,更に勇断接着力を測定

第 1 図

第 2 図

A:アル ミニウム W■:木材 S:支持台

P 方向より圧力を加える｡

した.

両測定結果を第 3表に示す.

加熱に依る各合板の外形の変化を見るとアルミニウムは熱膨眼しこの熱変形のために接着力の低

い合板に於いてはアル ミニウムと木材とが完全に別離するか或いは部分的に離れてアル ミニウムの

外板が波打った.殊に今までの試験で良好な性質を示したビニール馴 旨は容あに勲で軟化するため
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接着力は非常に低下した. この点耐水性では劣る大豆カゼインが比較的耐熱性があった･尿素樹脂

第 2 表

ケルミニウム 接 着 力 kg/cm2

処 理 膝 件 窟 酎 詣 品ー 岳 副 晶ン 蒜 l莞 芝

表面に電解酸化被膜を東成 乾 燥浸 水煮 沸 100-13030-40 20-30 40-5060～ 10～1550千一60 8-}9 2-3

表面を苛性ソーダでエッチング 20.-3010～15 40.-505一一10

第 3 表

芸芸芸芸霊靴 .ほ ～芸

票 讐 ;/;王 蒜 宗 -A4j-轟 雑 20ノー25接 着

も耐水試験の場合に比すれぼや 良ゝ好で

ある.フェノール樹脂は耐熱試験に於V､

ても良好な性質を示した.なお耐熱試験

の場合についても,アル ミ土ウムの表面

処理の効果はよく認められた.

次に,比較のために木材を素材のま ゝ

上記合板 と同族件で加熱 したが,いづれ

も異化するか途中で発火した.

アル ミニウムとの合板は接着力良好な

場合には木部の露出している側面は栄化

しても円部に及ぶことな く,発火するも

のは皆無であった.

Ⅱ 合板の引張強 さ

接着剤を用いた各種アル ミニウム-木

材合板の引張強力と接着力との関係を調

べた.

実験方法

(1) 試験材料及び接着燦件

合板の木部は1hlm厚さのブナ単板を

使用し, アル ミニウム部は厚さ 0.5mm

と 1.0mm との二種の圧延板を使用し,接着剤としてほこれまでの諸実験で最も良好な結果を示し
31ilE

たフェノール樹脂を使用し, アル ミニウム板は前報 と全 く同様に予め表面処理を施したものである.

接着傑件は接着剤塗布量 100-150g/m'2,貼合せ圧着力 20-30kg/cm2,貼合せ温度 160OC,圧潰

時間 10min.である.

0

(2) 試験片

アル ミニウムと木材の合板 より第 3図に示す ような試験片を作った.木材の繊維方向は引張方向

と一致する様にし考･なお,比較のために木材を同煉件で加熱加圧 したものと, アル ミニウムを用

いず 木材のみで同味件で合板を作ったものにつV,て比較試験を行った.

(3) 試験及び試験結果

前記合板の試験片について引張試験を行い,強度を測定した,試験には 1tアムスラ-型万能試験

機を使用しした,就験結果を第 4表に示す.
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抗張 力 に お い

ても,アル ミニウ

A-木材間の接着

力が不良の時はむ

しろ木材のみの合

板 よりも倍が低い.

殊に強 力比 重 比

(Reiss1品nge) に

おいては,0.3mm

厚のアル ミニウム

板で酸化被膜を作

ったもの 1みが木

第 3 図

材合板 よりす ぐれ

てVlるだけである.従ってアル ミニ

ウムの表面処理の外に厚さの問題が

今後に残される.

この様な弾性係数の甚だ興る材料

で出来てVlる合板の破壊経過を見 る

と次の二つに大別する事が出来 る.

(1) 引張によって木材とアル ミニ

ウム間に努断力が生じ,

先ずアル ミニウムから木材が剥離

する.これは疎い剥離晋と共に抗力

の急激な低下が起る事 より知る事が

出来る.続いて木材の部分に破壊が

起 り,その後アル ミニウムが切断さ

れるに至る.この種の破壊はアル ミ

ニウム木材間の接着力が小さい場合

に多く,引張強変が低vlのを常とする.

第 4 表

試 験 片 抗張力ki/cm2 比 畢 眠 カ比重比km

木 材 の み 6.65 2.2 3.02

･木 材 合 板- 7.20 2.3. 3.13

木材と0.3mm厚アルミニウム 8.82 2.6 3.39
(I)の合板

木材と0.3mm厚アルミニウム 8.05 2.6 3.09
(Ⅱ)の合板

･木材と0.3mm厚アルミ三ウム 6.88 2.6 2.69
(甘)の合板

木材と0.5mm厚アルミニウム 9.27 3.1 2.98
(I)の合板

木材と0.5mm厚アルミニウム 8.58 3.1 2.77
(Ⅱ)の合板

但し

アルミニウム(Ⅰ)は表司に電解酸化被膜を作ったもの
(Ⅰ)は表両を苛性ソーダでエッチングしたもの
(甘)は未処理

(2) 木材とアル ミニウムが破壊に至るまで殆んど別離せず, 両者の破壊が殆んど同時に起る･こ

れは木材とアル ミニウムの接着力が強固な場合で, この状態で切断するものは抗張力は一般に高い･

この最酵破壊状態の代表的なものを第 4図に示した.

引張試験の結果を総括してみると, 一般にアル ミニウムー木材間の接着力の良好なものほど抗張

力が高い. その意味でアル ミニウムに表面処理をし:kものは良好な結果を示した･
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第 4 図

1. 木材単板のみ 3. 木材-アルミニウム合板 (未処理)

2. 木材のみの合板 4. 木材-アルミニウム合板 (アルカリ処理)

5.木材-アルミニウム合板 (電解酸化被膜)

Resume

以上両試験を通じて,アルミニ

ウムと木部の接着の良否が耐火性,

耐熱性,引張強さ,のVlづれに対

してぢ極めて重要な影響を与える

とこが明かになった.そしてアル

ミニウムの接着面に適当な表面処

理を施すことは接着力を増す上に

極めて有効であった.

終 りに本実験を行うにあた り終

始協力される研究生児島高雄君の

労を謝すると共に,実験用賀材並

びに種々の便宜を与えられた日本

化工材工業株式会社に対して謝意

を表す.

Heaトand waterproofingpropertiesofaluminium-woodplyplatesandalsotheir

tensilestrengthhavebeentested.-

Aluminium platestvhose surfaceswereoxidizedelectrolytically, underthe

heat-andwaterproofingtest,showed comparatively goodresults,andespecially

whenphenolformaldehyderesinwasusedasadhesivesubstance,bestresultswere

recongnized.

Tensilestrengthoftheplyplatesincreasewithadhesivepowerbetwebn:alumi-

ninm and wood. Their"Reisslange",however,isgenerally lowerthanthatof

plainwoodplyplate. ●
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